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現在の不動沢橋は2代目。老朽化対策として
平成12年に架け替えられた

　
昭
和
28
年
7
月
7
日
、計
画
路
線
は「
福

島
・
裏
磐
梯
線
」と
し
て
認
定
さ
れ
、
昭
和

29
年
3
月
16
日
、
県
は
高
湯
温
泉
口
か
ら

着
工
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、資
金
難
と
難
工
事
の
連
続
で
工

事
は
進
捗
せ
ず
、
3
年
間
で
3
千
万
円
が

投
入
さ
れ
な
が
ら
施
工
で
き
た
の
は
、白
樺

平
ま
で
の
わ
ず
か
3
・
5
㎞
に
過
ぎ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
昭
和
31
年
3
月
、
道
路
整
備
特
別
措
置

法
が
改
正
さ
れ
て
日
本
道
路
公
団（
J
H
）

が
設
立
さ
れ
る
と
、県
か
ら
の
資
金
調
達
は

不
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

J
H
に
引
き
継
が
れ
な
い
限
り
、
閉
ざ
さ

れ
る
か
ど
う
か
の
瀬
戸
際
に
追
い
込
ま
れ

ま
す
。
J
H
か
ら
は
採
算
性
を
懸
念
さ
れ
、

工
事
は
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。

　
大
竹
知
事
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の

尽
力
に
よ
り
、工
事
は
昭
和
32
年
8
月
1
日

に
再
開
さ
れ
ま
す
が
、
幅
員
は
4
m
に
縮

小
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

難
工
事
の
連
続

　
J
H
に
よ
っ
て
再
開
さ
れ
た
工
事
は
引
き

続
き
、
濃
霧
、
積
雪
、
強
風
な
ど
悪
天
候
に

加
え
、岩
山
特
有
の
地
形
や
地
質
を
前
に
難

航
を
極
め
ま
す
。
難
工
事
中
の
難
工
事
と

さ
れ
た
の
が
不
動
沢
橋
で
、建
設
当
時
は
全

国
最
高
標
高
地（
1
2
0
1
m
）を
走
る
橋

で
し
た
。

　
J
H
に
よ
る
工
事
再
開
か
ら
わ
ず
か
2

年
2
カ
月
余
後
の
昭
和
34
年
10
月
17
日
、つ

い
に
全
長
28
・
8
㎞
の
山
岳
有
料
道
路
は

竣
工
し
ま
す
。
県
の
着
工
か
ら
既
に
5
年

7
カ
月
の
歳
月
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
山

岳
地
帯
の
特
殊
条
件
や
当
時
の
工
法
を
鑑

み
る
と
、い
か
に
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
だ
っ
た
か

を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
コ
ー
ス
の

ほ
と
ん
ど
は
、鈴
木
氏
の
選
定
に
基
づ
い
た

も
の
で
し
た
。

秋
晴
れ
の
開
通
式

　
昭
和
34
年
11
月
5
日
、
関
係
者
1
千
名

が
出
席
し
、
福
島
市
公
会
堂
で
開
通
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
秋
晴
れ
に

恵
ま
れ
、
自
動
車
2
5
0
台
、
バ
イ
ク
50

台
に
よ
る
大
パ
レ
ー
ド
が
晩
秋
の
山
並
み

を
通
過
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
車

窓
か
ら
広
が
る
大
パ
ノ
ラ
マ
は
人
々
を
圧
倒

し
、そ
の
景
観

の
素
晴
ら
し

さ
を
口
々
に

伝
え
た
そ
う

で
す
。

　
翌
6
日
か

ら
ス
カ
イ
ラ

イ
ン
は
正
式

に
運
用
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
名
付
け
親
は

　
測
量
チ
ー
ム
は
、
青
空
に
浮
か
ぶ
作
業

中
の
道
路
の
美
し
さ
を
誰
と
い
う
こ
と
無

く「
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
」と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

い
つ
し
か
そ
の
愛
称
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
と

さ
れ
て
お
り
、名
付
け
親
は
特
定
で
き
ま
せ

ん
。

　
地
形
な
ど
の
特
徴
か
ら「
天
狗
の
庭
」、

「
乙
女
沢
」、「
か
も
し
か
沢
」と
測
量
作
業

員
が
名
付
け
た
呼
称
は
い
ま
も
そ
の
ま
ま

定
着
し
て
い
ま
す
。

吾
妻
八
景

　
ブ
ナ
の
原
生
林
や
高
山
植
物
、荒
々
し
い

岩
石
な
ど
カ
ー
ブ
を
曲
が
る
た
び
に
魅
力

あ
ふ
れ
る
風
景
で
人
々
を
魅
了
す
る
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
。
そ
の
中
で
も「
吾
妻
八
景
」は

見
ど
こ
ろ
で
す
。

　
昭
和
34
年
10
月
19
日
、
福
島
民
報
社
の
招

き
で
訪
れ
た
作
家
の
井
上
靖
氏
は
開
通
前
の

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
熱
心
に
見
て
回
り
、吾
妻
八

景
を
選
定
し
、命
名
し
ま
し
た
。

　「
こ
の
道
路
は
必
ず
有
名
に
な
り
ま
す
ね
」

と
太
鼓
判
を
押
し
た
井
上
靖
氏
の
言
葉
通

り
、ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
毎
年
順
調
な
交
通
量

の
伸
び
を
見
せ
て
い
き
ま
す
。

　
昭
和
41
年
、「
カ
ロ
ー
ラ
」（
ト
ヨ
タ
自
動
車
）

「
サ
ニ
ー
」（
日
産
自
動
車
）が
発
売
さ
れ
る

と
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
急
速
に
進
展
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、昭
和
43
年
10
月
の
国

鉄
ダ
イ
ヤ
改
正
で
東
北
本
線
の
複
線
化
が

完
了
。
首
都
圏
か
ら
近
く
な
っ
た
福
島
県
の

観
光
の
エ
ー
ス
と
し
て
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
全

国
的
に
有
名
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

吾妻八景
1 白樺の峰（霊山の雲影）
2 つばくろ谷（不動沢橋の紅葉）
3 天狗の庭（小富士の残照）
4 浄土平（一切経の噴煙）
5 双竜の辻（天鏡の月明）
6 湖見峠（四湖の遠望）
7 天風境（幕滝の樹海）
8 国見台（磐梯の落日）

の
は
、建
設
省
地
理
調
査
所（
現
･
国
土
交

通
省
国
土
地
理
院
）か
ら
米
軍
が
戦
時
中
に

撮
影
し
た
2
枚
の
航
空
写
真
を
借
り
受
け

る
こ
と
で
し
た
。
従
来
の
5
万
分
の
1
地

図
が
不
正
確
で
使
え
な
い
こ
と
が
判
明
し

た
の
で
す
。

　
昭
和
28
年
5
月
、
県
道
路
課
は
鈴
木
氏

を
隊
長
と
す
る
約
40
名
の
測
量
隊
を
編
成

し
、6
月
5
日
か
ら
93
日
間
を
か
け
て
全
線

の
測
量
に
挑
み
ま
し
た
。

　
最
大
の
難
関
は
、つ
ば
く
ろ
谷
に
か
け

る
不
動
沢
橋
の
測
量
で
し
た
。「
地
図
上
の

架
橋
地
点
ま
で
の
非
常
に
き
つ
い
勾
配
、密

生
す
る
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
人
を
阻
み
、対
岸
に

渡
っ
て
か
ら
熊
や
獣
が
通
る
道
を
歩
い
て
杭

を
打
っ
た
。
は
し
ご
を
作
り
毎
日
が
登
山

だ
っ
た
」と
後
年
、
鈴
木
氏
は
福
島
民
友
新

聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
語
っ
て
い
ま
す
。
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　今から60年前の昭和34年11月5日、吾妻連峰の東側を縫うように走る天空の道「磐梯吾妻スカイライン」が開
通しました。福島県を代表する観光地として名高いスカイラインはこの秋、還暦を迎えます。開通までの苦難や
関係者の歩みを振り返り、改めてその魅力に迫ります。

開通60年 磐梯吾妻スカイライン

「
こ
の
景
観
を
婦
人
、
子
供
た
ち

に
も
味
合
わ
せ
た
い
」

　
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
開
通
前
、
吾
妻
連
峰
へ

登
る
に
は
、
奥
羽
線
板
谷
駅
を
経
由
す
る

か
、
高
湯
、
微
温
湯（
ぬ
る
ゆ
）、
野
地
、
土

湯
の
4
ヶ
所
ま
で
バ
ス
等
を
利
用
し
、そ
こ

か
ら
先
は
徒
歩
で
分
け
入
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
最
低
で
も
1
泊
2
日
は
必

要
で
気
軽
に
登
れ
る
山
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
昭
和
25
年
9
月
、
磐
梯
吾
妻
地
域
が
磐

梯
朝
日
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
る
と
道
路

を
は
じ
め
施
設
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま

し
た
。
し
か
し
、広
大
な
国
立
公
園
の
内
を

通
過
す
る
道
路
は
会
津
と
福
島
市
を
結
ぶ

旧
国
道
1
1
5
号
線
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
に
山
岳
道
路
の
必
要
性
を
感

じ
、闘
志
を
燃
や
す
男
が
現
れ
ま
し
た
。

　
鈴
木
三
男
氏
。
昭
和
22
年
8
月
、
国
立

公
園
候
補
地
の
調
査
の
た
め
、逓
信
省
航
空

局
か
ら
県
都
市
計
画
課
に
出
向
し
て
き
ま

し
た
。
鈴
木
氏
は
山
岳
地
帯
を
踏
査
す
る

う
ち
に
、吾
妻
と
磐
梯
を
結
ぶ
道
路
構
想
の

素
案
が
膨
ら
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　「
健
脚
の
登
山
者
だ
け
に
許
さ
れ
る
こ
の

景
観
を
、婦
人
、子
供
た
ち
に
も
味
合
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
土
木
技

師
と
し
て
自
分
も
道
路
建
設
を
実
現
さ
せ

て
み
た
い
」

　
当
時
の
厚
生
省
は
、自
然
保
護
の
立
場
か

ら
国
立
公
園
内
の
自
動
車
道
路
の
新
設
を

認
め
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、鈴
木
氏
は
独

自
に
ル
ー
ト
を
調
査
し
、地
図
上
で
私
案
を

作
成
し
ま
す
。
ル
ー
ト
選
定
に
関
し
て
は

次
の
点
に
着
目
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
景
観
の
良
い
と
こ
ろ
を
通
す

・
南
斜
面
を
通
す

・
ト
ン
ネ
ル
を
設
け
な
い

・
不
動
沢
を
は
さ
ん
で
景
観
が
ま
っ
た
く
違

う
の
で
こ
こ
は
ぜ
ひ
通
す（
現
在
の
不
動
沢

橋
）

・
ラ
ク
ダ
か
ら
霜
降
り（
註
・
今
月
号
の
表

紙
）に
か
け
て
は
硫
黄
の
匂
い
が
激
し
い
の

で
通
し
た
く
な
い

（
結
果
的
に
は
通
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
）

　
構
想
を
ま
と
め
て
県
上
層
部
に
提
出
し

た
も
の
の
、県
財
政
は
極
度
の
窮
迫
と
県
庁

舎
の
建
設
を
控
え
る
中
で
理
解
は
得
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、鈴
木
氏
は
挫
け

る
ど
こ
ろ
か
一
層
フ
ァ
イ
ト
が
沸
い
た
と
後

に
述
懐
し
て
い
ま
す
。

道
な
き
道
へ
分
け
入
る

　
昭
和
27
年
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法
が

整
備
さ
れ
る
と
建
設
省
道
路
課
は
、
各
都

道
府
県
に
対
し
、
有
料
道
路
着
工
の
希
望

を
尋
ね
ま
し
た
。

　
観
光
立
県
を
目
指
し
て
い
た
当
時
の
大

竹
作
摩
知
事
は
、
国
内
初
の
山
岳
有
料
道

路
の
調
査
費
と
し
て
1
5
0
万
円
を
つ
け

る
こ
と
を
決
断
し
ま
す
。
昭
和
28
年
3
月
、

鈴
木
氏
が
描
い
て
き
た
私
案
は
、正
式
に
福

島
県
の
計
画
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
が
決

定
。
鈴
木
氏
は
主
管
す
る
道
路
課
に
配
属

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
本
格
的
な
調
査
が
始
ま
り
、調

査
チ
ー
ム
は
道
な
き
道
に
分
け
入
っ
て
い
き

ま
し
た
。
チ
ー
ム
が
最
初
に
取
り
組
ん
だ
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全
国
初
の
本
格
的
な
有
料
山
岳
道
路
と
し

て
整
備
さ
れ
た
磐
梯
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
。

残
さ
れ
た
デ
ー
タ
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
触
れ
る

と
さ
ら
に
愛
着
が
わ
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

全
長
28
・
8
㎞

　
有
料
道
路
だ
っ
た
当
時
、福
島
市
町
庭
坂

の
高
湯
ゲ
ー
ト
か
ら
土
湯
温
泉
町
の
土
湯

ゲ
ー
ト
ま
で
の
距
離
は
全
長
28
・
8
㎞
で
し

た
。
最
高
点
の
標
高
は
1
6
2
2
m
に
も

達
し
ま
す
。

　
ほ
ぼ
同
じ
距
離
を
調
べ
る
と
、東
北
自
動

車
道
・
福
島
飯
坂
IC
～
二
本
松
IC
間（
28
・

9
㎞
）に
匹
敵
し
ま
す
。

総
事
業
費
4
億
4
3
0
0
万
円

　
昭
和
34
年
11
月
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
通

ま
で
に
投
下
さ
れ
た
総
事
業
費
は
、当
時
の

金
額
で
4
億
4
3
0
0
万
円
。
少
し
古
い

で
す
が
、
平
成
20
年
の
消
費
者
物
価
指
数

を
1
0
0
と
し
た
場
合
、
昭
和
34
年
の
指

数
は
18
・
4（
内
閣
府
統
計
調
査
）。
単
純

計
算
は
で
き
な
い
も
の
の
、
5
・
4
倍
す
る

と
現
在
の
24
億
円
に
相
当
し
ま
す
。

　
昭
和
47
年
か
ら
53
年
に
か
け
て
施
工
さ

れ
た
改
良
工
事
で
は
、さ
ら
に
6
億
5
千
万

円
を
費
や
し
て
拡
幅
舗
装
が
さ
れ
ま
し
た
。

延
べ
33
万
人

　
当
時
の
工
事
概
要
書
に
よ
る
と
、
県
、

日
本
道
路
公
団
合
わ
せ
た
労
務
者
は
延
べ

33
万
人
、主
要
資
材
は
セ
メ
ン
ト
1
1
0
0

ト
ン
、鋼
材
2
0
0
ト
ン
、砂
2
0
0
0
㎥
、

砂
利
4
5
0
0
㎥
、
砕
石
9
5
0
0
㎥
に

達
し
ま
し
た
。

　
山
岳
地
帯
に
搬
入
す
る
だ
け
で
も
、相
当

な
苦
労
を
伴
っ
た
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き

ま
す
。

開
通
当
時
は
5
0
0
円

　
開
通
当
時
、
小
型
車
の
通
行
料
金
は

5
0
0
円
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
昭

和
34
年
の
県
職
員
平
均
給
与
月
額
が

2
万
7
8
8
円
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

相
当
割
高
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
で
も

天
空
の
パ
ノ
ラ
マ
を
見
よ
う
と
観
光
客
が

訪
れ
、昭
和
48
年
に
は
26
万
5
千
台
が
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
を
走
り
抜
け
ま
し
た
。

　
無
料
開
放
直
前
の
小
型
車
通
行
料
金
は

1
5
7
0
円
で
し
た
。

ほ
こ
り
高
き
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

　
厳
し
い
財
政
下
で
建
設
さ
れ
た
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
は
、道
路
の
大
部
分
が
1
車
線
・
無

舗
装
で
開
通
し
ま
し
た
。

　
昭
和
36
年
9
月
6
日
に
昭
和
天
皇
の
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
へ
の
行
幸
が
決
ま
り
、
防
塵
処

理
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
38
年
か
ら
41

年
に
か
け
て
一
部
区
間
の
拡
幅
舗
装
工
事

が
行
わ
れ
、「
ほ
こ
り
高
き
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
」

の
汚
名
は
解
消
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

私
設
売
店
の
整
理
に
奔
走

　
開
通
後
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
観
光
客
の

増
加
に
伴
い
、無
許
可
の
仮
設
売
店
が
増
え

て
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
福
島
商
工
会

議
所
が
中
心
と
な
り
調
整
を
図
り
、
浄
土

平
地
区
に
お
け
る
一
定
地
域
の
業
者
へ
の
開

放
、一定
規
格
の
建
造
物
を
建
て
て
営
業
す

る
こ
と
等
に
つ
い
て
国
、
県
に
要
望
し
ま
し

た
。
こ
の
要
望
が
昭
和
41
年
4
月
、
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

赤
い
夕
陽
の
渡
り
鳥

　
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
壮
大
な
景
色
は
芸
能

関
係
者
に
も
す
ぐ
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
開

通
当
時
に
人
気
を
博
し
て
い
た
小
林
旭
主

演
の
ヒ
ッ
ト
映
画「
渡
り
鳥
」シ
リ
ー
ズ
の
第

4
弾「
赤
い
夕
陽
の
渡
り
鳥
」（
昭
和
35
年

7
月
公
開
）の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
35
年
12
月
に
は
古
関
裕
而

が
作
曲
し
た「
花
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
」と
い

う
レ
コ
ー
ド
も
発
売
さ
れ
、ス
カ
イ
ラ
イ
ン

の
知
名
度
は
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

年
表

［
昭
和
］

25
･
9
･
5	

磐
梯
朝
日
国
立
公
園
指
定

28
･
6
･
5	

現
地
測
量
開
始

29
･
3
･
16	

県
が
工
事
着
工

32
･
8
･
1	

日
本
道
路
公
団
に
引
継
ぎ
。

工
事
再
開

34
･
11
･
5	

開
通
式
。
翌
日
か
ら
供
用
開

始

47
･
1
･
1	

県
道
路
公
社
に
よ
る
管
理
運

営
開
始

62
・
8
・
1	

日
本
の
道
1
0
0
選
に
選
定

63
・
11	

累
計
通
行
台
数
5
百
万
台
突

破

［
平
成
］

18
・
4	

例
年
よ
り
2
週
間
早
く
再
開

通
。
以
降
、
雪
の
回
廊
が
楽

し
め
る
よ
う
に
な
る

23
･
7
･
16	

年
度
限
定
で
無
料
開
放
実
施

25
･
7
･
26	

恒
久
的
に
無
料
開
放

引
用
・
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考
文
献

『
福
島
県
勢
要
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』（
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）、『
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史
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島
県
道
路
公
社
）、『
福
島
民
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百
年
史
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民
報
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）、『
20
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ふ
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福
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友
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社
）、『
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史
』（
ト
ヨ
タ
自
動
車
）、『
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工
会

議
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創
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1
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0
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記
念
誌
』（
福
島
商
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会
議
所
）

デ
ー
タ
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
見
る
磐
梯
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

吾妻小富士を目指す観光客。浄土平のレストハウス、
駐車場整備は昭和41年に建設が始まった
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日
本
の
道
1
0
0
選
に
選
定

　
昭
和
46
年
6
月
、
福
島
県
道
路
公
社
が

設
立
さ
れ
、昭
和
47
年
1
月
に
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
の
管
理
運
営
は
J
H
か
ら
県
道
路
公
社

に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

　
県
道
路
公
社
は
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
と
と
も

に
磐
梯
山
ゴ
ー
ル
ド
ラ
イ
ン（
昭
和
45
年
6

月
開
通
）、磐
梯
吾
妻
レ
イ
ク
ラ
イ
ン（
昭
和

47
年
10
月
開
通
）を
P
R
し
、拡
幅
舗
装
な

ど
維
持
改
修
を
推
進
し
、魅
力
を
高
め
て
い

き
ま
し
た
。

　
昭
和
61
年
、建
設
省
は
毎
年
8
月
10
日
を

「
道
の
日
」と
制
定
し
、翌
年
に
か
け
て「
日

本
の
道
1
0
0
選
」
を
選
定
し
ま
し
た
。

県
内
か
ら
は
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
と
旧
奥
州
街
道

（
二
本
松
市
）が
選
ば
れ
、
わ
が
国
を
代
表

す
る
道
路
と
し
て
の
座
を
不
動
の
も
の
と
し

ま
し
た
。

　
昭
和
63
年
に
は
累
計
通
行
台
数
が

5
0
0
万
台
を
突
破
。
バ
ブ
ル
景
気
に
沸

い
た
平
成
2
年
に
は
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
観
光

客
は
1
2
4
万
人
を
記
録
し
ま
し
た
。

雪
の
回
廊
×
花
見
・
温
泉

　
平
成
に
入
る
と
景
気
の
長
期
低
迷
や
レ

ジ
ャ
ー
の
多
様
化
を
背
景
に
、ス
カ
イ
ラ
イ

ン
へ
の
観
光
客
や
通
行
台
数
は
伸
び
悩
む
よ

う
に
な
り
ま
す
。「
ふ
く
し
ま
国
体
」が
開

催
さ
れ
た
平
成
7
年
に
1
0
6
万
人
の
観

光
客
と
17
万
3
千
台
の
通
行
台
数
を
記
録

し
て
い
た
の
が
、
平
成
16
年
に
は
59
万
人
、

12
万
5
千
台
ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
。

　
こ
の
頃
、
福
島
空
港
に
は
海
外
か
ら
の

チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
相
次
い
で
飛
来
し
、福
島

市
で
も
外
国
人
観
光
客
を
呼
び
込
む
動
き

が
本
格
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
関
係
者
が

特
に
注
目
し
た
の
が
親
日
と
さ
れ
る
台
湾

で
し
た
。

　
時
同
じ
く
し
て
、福
島
市
を
代
表
す
る
花

の
名
所
・
花
見
山
の
人
気
も
上
昇
し
、平
成

16
年
の
入
園
者
は
20
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

春
の
観
光
の
魅
力
を
高
め
、交
流
人
口
拡
大

に
つ
な
げ
ら
れ
な
い
か
と
当
時
の
福
島
商
工

会
議
所
・
佐
藤
勝
三
会
頭
は
じ
め
関
係
者

は
知
恵
を
絞
り
ま
す
。

　「
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
雪
の
回
廊
と
花
見
山

の
花
、そ
し
て
豊
か
な
温
泉
を
結
び
付
け
ら

れ
な
い
か
」

　
当
所
は
平
成
17
年
8
月
、ス
カ
イ
ラ
イ
ン

の
利
用
客
増
加
対
策
に
つ
い
て
県
、県
道
路

公
社
に
対
し
て
早
期
再
開
通
を
要
望
し
ま

し
た
。

　
要
望
が
実
り
、平
成
18
年
4
月
、例
年
よ

り
2
週
間
早
く
再
開
通
し
た
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
に
は
雪
の
回
廊
を
求
め
た
観
光
客
が
押

し
寄
せ
ま
し
た
。
中
で
も
喜
ん
だ
の
は
台

湾
か
ら
の
観
光
客
で
し
た
。

　
麓
の
二
つ
の
温
泉
も
地
域
活
性
化
に
知
恵

と
汗
を
流
し
ま
す
。

　
土
湯
温
泉
で
は
足
湯
の
整
備
や
イ
ベ
ン
ト

の
充
実
に
努
め
、日
帰
り
で
も
宿
泊
で
も
楽

し
め
る
街
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
高
湯
温
泉
は
平
成
22
年
6
月
に
全
国
で

8
番
目
と
な
る「
源
泉
か
け
流
し
宣
言
」を

発
表
し
、そ
の
効
能
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

通
行
無
料
化
へ

　
平
成
23
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災

と
原
発
事
故
は
県
内
観
光
地
に
深
刻
な
風

評
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
風
評
払
し
ょ
く
に
向
け
て
県
と
県
道
路

公
社
は
、
平
成
23
年
7
月
16
日
か
ら
年
度

限
定
で
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
無
料
開
放
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
効
果
は
は
っ
き
り
と
表
れ
、
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
の
観
光
客
は
前
年
よ
り
14
万
人

以
上
多
い
73
万
6
千
人
、
通
行
台
数
も

6
万
8
千
台
多
い
19
万
9
千
台
を
記
録
し

ま
し
た
。
無
料
開
放
は
そ
の
後
も
継
続
さ

れ
、
県
内
外
の
ナ
ン
バ
ー
車
だ
け
で
な
く
、

バ
イ
ク
愛
好
家
が
ツ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　
平
成
25
年
7
月
25
日
、
料
金
徴
収
期
間

の
満
了
に
伴
い
、ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
恒
久
的

に
無
料
と
な
り
ま
し
た
。

温
泉
地
の
挑
戦
は
続
く

　
震
災
後
の
風
評
を
跳
ね
返
す
努
力
は
温

泉
地
で
も
続
き
ま
す
。

　
土
湯
温
泉
は
バ
イ
ナ
リ
ー
地
熱
発
電
に

よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
軸
に
し
た

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
、発
電
後
の
熱
水

を
上
手
に
利
用
し
た
エ
ビ
養
殖
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、廃
業
し
た
旅
館
を

再
生
し
、新
た
な
顧
客
の
取
り
込
み
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
高
湯
温
泉
は
白
濁
の
泉
質
の
良
さ
が
さ

ら
に
人
気
を
集
め
、
旅
行
サ
イ
ト
が
実
施

す
る
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
上
位
入
り
を

キ
ー
プ
し
、源
泉
主
義
に
磨
き
を
掛
け
て
い

ま
す
。

　
温
泉
に
恵
み
を
も
た
ら
す
火
山
・
吾
妻

山
。
一方
で
火
山
活
動
の
活
発
化
は
時
に
入

山
規
制
な
ど
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た
び

に
正
し
い
情
報
が
伝
わ
ら
ず
、キ
ャ
ン
セ
ル

が
出
る
こ
と
に
関
係
者
は
頭
を
抱
え
て
い

ま
す
。

　
正
し
い
情
報
と
新
し
い
魅
力
を
発
信
す

る
努
力
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

最
新
情
報
で
確
認
を

　
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
気
象
条

件
、
火
山
性
ガ
ス
濃
度
、
工

事
な
ど
に
応
じ
て
通
行
規
制

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

最
新
の
道
路
規
制
情
報
は
、

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

雪の回廊

http://www.pref.fukushima.
jp/douro/kisei/kisei-map.htm

県道路情報

4

特 集



7

第50回福島わらじまつり　開催御礼

２
日
目

新
生
わ
ら
じ
ま
つ
り

　
東
日
本
大
震
災
を
乗
り
越
え
、「
元
気
な
ふ

く
し
ま
」を
取
り
戻
し
、
子
ど
も
た
ち
が
誇
り

を
持
て
る
祭
り
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
熱
い
想

い
が
結
集
し
、
大
き
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
わ
ら

じ
ま
つ
り
が
い
よ
い
よ
披
露
さ
れ
る
日
を
迎
え

ま
し
た
。

　
福
島
市
ゆ
か
り
の
音
楽
家
、
大
友
良
英
氏
を

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
迎
え
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
新
生
わ
ら
じ
ま
つ
り
は
、
ま
つ
り
の
由

来
や
意
義
な
ど
を
踏
ま
え
て
物
語
を
作
り
上
げ

た
ほ
か
、
一
体
的
な
音
楽
や
踊
り
、
衣
装
に
一

新
さ
れ
ま
し
た
。

　
古
関
裕
而
氏
が
作
曲
し
た「
わ
ら
じ
音
頭
」も

市
内
各
地
の
祭
り
で
使
わ
れ
て
い
る「
福
島
音

頭
」の
リ
ズ
ム
を
取
り
入
れ
た
和
太
鼓
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
に
編
曲
し
、
太
鼓
隊
の
勇
壮
な
生
演
奏

に
合
わ
せ
て
踊
り
を
繰
り
広
げ
る
新
わ
ら
じ
お

ど
り
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

◇
圧
巻
の
太
鼓
み
だ
れ
打
ち

　
午
後
５
時
、
木

幡
福
島
市
長
の
口

上
で
幕
を
開
け
た

新
生
わ
ら
じ
ま
つ

り
。
続
い
て「
わ

ら
じ
物
語
」の
朗

読
と
と
も
に
、
物

語
の
世
界
観
を
表

現
す
る
華
や
か
な

演
舞
と
勇
壮
な
太

鼓
演
奏
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
当
た
っ
て
最
も

大
事
な
骨
格
と
さ

れ
た
物
語
。
そ
の

物
語
の
世
界
に
熱

い
魂
が
加
わ
っ
た

太
鼓
隊
の
生
演
奏

は
、
観
客
を
く
ぎ

付
け
に
し
ま
し
た
。

中
で
も
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
の
太
鼓

み
だ
れ
打
ち
は
圧
倒
的
な
迫
力
で
し
た
。

◇
心
ひ
と
つ
に「
わ
っ
し
ょ
い
！
」

　
午
後
６
時
か
ら
始

ま
っ
た
新
わ
ら
じ
お

ど
り
に
は
、
14
団
体

と
個
人
参
加
の
市
民

合
わ
せ
て
約
８
４
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
踊
り
手
は「
わ
ら

の
わ
」と
名
付
け
ら

れ
た
わ
ら
で
編
ん
だ

小
道
具
を
手
に
し
、

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
踊

り
を
全
身
い
っ
ぱ
い

で
表
現
し
ま
し
た
。

　
太
鼓
隊
約
１
０
０

人
に
よ
る
和
太
鼓
や

笛
、
鳴
り
物
な
ど
の

生
演
奏
と
生
唄
が
響

く
中
、
会
場
を
パ

レ
ー
ド
し
た
大
わ
ら

じ
と
金
わ
ら
じ
、
小

わ
ら
じ
、
健
脚
わ
ら
じ
も
観
客
に
接
近
す
る
た

び
に
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
観
衆
も
踊
り
の
輪
に
加
わ
り
、

ま
つ
り
の
熱
気
は
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。
誰

で
も
参
加
で
き
、
観
衆
と
踊
り
手
が
一
体
に

な
っ
た
光
景
に
ま
つ
り
関
係
者
は
、
感
無
量
の

表
情
を
浮
か
べ
ま
し
た
。
　

　
２
日
間
の
来
場
者
は
30
万
２
千
人
を
記
録
し

ま
し
た
。
昨
年
よ
り
９
千
人
多
い
観
客
の
皆
様

に
福
島
の
元
気
を
力
強
く
発
信
で
き
ま
し
た
。

３
日
目

わ
ら
じ
奉
納

　
こ
れ
ま
で

も
ま
つ
り
運

営
団
体
に

よ
っ
て
行
わ

れ
て
き
た
大

わ
ら
じ
の
奉

納
を
、
ま
つ

り
３
日
目
と

位
置
づ
け
て

実
施
し
ま
し

た
。

　
９
時
30
分
に
県
護
国
神
社
を
出
発
し
た
大
わ

ら
じ
は
、
約
50
人
の
担
ぎ
手
た
ち
に
よ
り
１
・

５
㎞
先
の
羽
黒
神
社
へ
無
事
に
奉
納
さ
れ
ま
し

た
。

開
催
御
礼

　
第
50
回
福
島
わ
ら
じ
ま
つ
り
は
、
地
域
の
皆

様
を
は
じ
め
、
協
賛
企
業
、
参
加
団
体
な
ど
関

係
各
位
の
多
大
な
る
ご
理
解
・
ご
協
力
に
よ
り

開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
を
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
新
生
わ
ら
じ
ま
つ
り
に
よ
っ
て
芽
生
え
た
絆

の
種
が
地
域
に
し
っ
か
り
根
付
く
よ
う
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

福
島
商
工
会
議
所
　
会
頭
　
渡
邊
博
美

１．観客の前で跳ねる大わらじ
２． 木幡市長を先頭に金わらじは

東京2020オリンピック・パ
ラリンピックをＰＲ

３． 福島の復興と元気を象徴して
夜空に浮かぶ大わらじ

１

２

３
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第50回福島わらじまつり　開催御礼

　毎月第２木曜日は

保証協会にご相談を！

10
～全力でサポートします～

（17：15～19：45）

10

詳しくはこちら！→

70年ありがとう、これからもあなたとともに！

福島営業店　℡ 024-526-1530

11
14
12
12

夜間相談会 開催中！

半
世
紀
の
節
目
に
30
万
２
千
人
が
来
場

　
第
50
回
福
島
わ
ら
じ
ま
つ
り
　
開
催
御
礼

　
半
世
紀
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
た
第
50
回
福

島
わ
ら
じ
ま
つ
り
は
、
８
月
２
日（
金
）・
３
日

（
土
）・
４
日（
日
）の
３
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
長
雨
・
低
温
・
日
照
不
足
に
よ
り
遅
れ
て
い

た
梅
雨
明
け（
７
月
30
日
）か
ら
一
転
、
祭
り
日

和
と
な
っ
た
８
月
２
日
。
盛
会
を
祈
願
し
て
執

り
行
わ
れ
た
修
祓
式
で
幕
を
開
け
た
熱
い
３
日

間
を
お
伝
え
し
ま
す
。

１
日
目

平
成
わ
ら
じ
ま
つ
り
フ
ァ
イ
ナ
ル

　
昭
和
45
年
に
始
ま
っ
た
福
島
わ
ら
じ
ま
つ
り
。

初
日
は「
平
成
わ
ら
じ
ま
つ
り
フ
ァ
イ
ナ
ル
」と

銘
打
ち
、
昭
和
、
平
成
の
時
代
に
生
ま
れ
た「
わ

ら
じ
お
ど
り
」、「
ダ
ン
シ
ン
グ
そ
ー
だ
ナ
イ

ト
」、「
わ
ら
じ
競
走
」を
一
気
に
展
開
し
ま
し
た
。

◇
わ
ら
じ
競
走

　
小
学
生
、
女
性
、
一
般
の
各
部
に
計
19
団
体

が
参
加
し
、
小
学
生
・
女
性
は「
小
わ
ら
じ
」を

引
っ
張
り
、
一

般
は「
健
脚
わ

ら
じ
」を
担
い

で
疾
走
し
、
迫

力
あ
る
レ
ー
ス

を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

わ
ら
じ
競
走
優
勝
団
体

小
学
生
の
部
　
福
島
Ａ
Ｃ 

Ａ
チ
ー
ム

女
性
の
部
　
フ
ッ
コ
ー
リ
ク
ブ

一
般
の
部
　
福
島
西
高
校
野
球
部

◇
わ
ら
じ
お
ど
り

　
福
島
市
出
身
の
大
作
曲
家
・
古
関
裕
而
が
作

曲
し
た「
わ
ら
じ
音
頭
」は
平
成
11
年
、
レ
ゲ
エ

調
に
編
曲
さ
れ
た「
平
成
わ
ら
じ
音
頭
」に
引
き

継
が
れ
ま
し
た
。

故
・
若
鷺
吉
之
輔
氏

が
振
付
指
導
し
た

踊
り
に
合
わ
せ
た

わ
ら
じ
お
ど
り
も

今
回
が
見
納
め
。

29
団
体
約
２
７
０
０

人
が
揃
い
の
法
被

や
浴
衣
で
踊
り
流

し
ま
し
た
。

◇
ダ
ン
シ
ン
グ
そ
ー
だ
ナ
イ
ト

　
平
成
12
年
か
ら
始
ま
っ
た「
ダ
ン
シ
ン
グ

そ
ー
だ
ナ
イ
ト
」は
年
々
、
参
加
団
体
が
増
え
、

華
や
か
な
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
と
個
性
豊
か
な
ダ
ン

ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
観
客
を
楽
し
ま
せ
て
き

ま
し
た
。

　
最
後
の
ダ
ン
シ
ン
グ
そ
ー
だ
ナ
イ
ト
に
は
41

団
体
約
２
４
０
０
人
が
参
加
し
、
自
慢
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
思
い
っ
き
り
披
露
し
ま
し
た
。

　
わ
ら
じ
お
ど
り
と
ダ
ン
シ
ン
グ
そ
ー
だ
ナ
イ

ト
は
毎
年
、
優
秀
な
団
体
を
選
出
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
は
楽
し

ん
で
踊
っ
て
も
ら
う

た
め
審
査
を
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
ま
た
、
全
長
12
ｍ

の
大
わ
ら
じ
が
踊
り

手
の
合
間
を
縫
っ
て

勇
壮
に
パ
レ
ー
ド
し
、

「
日
本
一
の
大
わ
ら

じ
」を
印
象
づ
け
ま

し
た
。

◇
新
生
わ
ら
じ
ま
つ
り
へ
の
引
継
ぎ
式

　
こ
れ
ま
で
の
わ
ら
じ
ま
つ
り
に
功
績
の
あ
っ

た
３
名
へ
感
謝
状
を
贈
呈
し
、
翌
日
の
新
生
わ

ら
じ
ま
つ
り
へ
バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

受
賞
者

福
島
商
工
会
議
所
・
菅
野
日
出
喜
副
会
頭

（
わ
ら
じ
競
走
発
案
者

=

写
真
左
上
）

故
・
若
鷺
吉
之
輔
氏

（
平
成
わ
ら
じ
音
頭
の
振
付
・
舞
踊
指
導
）

弁
慶
と
牛
若
丸

（
ダ
ン
シ
ン
グ
そ
ー
だ
ナ
イ
ト
を
歌
唱

 

=

写
真
左
下

=

）
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事業承継は他人事ではありません

福
島
の
大
切
な
お
店
・
会
社
を

�

残
し
ま
し
ょ
う

福
島
事
業
承
継
塾

～
現
経
営
者
・
後
継
者
の
た
め
の
事
業
承
継
～

�

伴
走
型
小
規
模
事
業
者
支
援
推
進
事
業

　
ど
ん
な
に
小
さ
な
会
社
で
も
必
要
と
し
て
い

る
お
客
様
が
い
ま
す
。
廃
業
で
お
客
様
を
悲
し

ま
せ
な
い
た
め
に
も
、
事
業
を
継
続
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

　
今
回
開
講
す
る
事
業
承
継
塾
で
は
、
事
業
承

継
の
課
題
と
解
決
ポ
イ
ン
ト
を
、
講
師
自
ら
の

体
験
・
教
訓
を
交
え
て
指
導
し
ま
す
。

日
　
時
　
10
月
３
日（
木
）・
７
日（
月
）・

　
　
　
　
17
日（
木
）各
回
と
も
14
～
16
時

会
　
場
　
福
島
商
工
会
議
所
　
会
議
室

受
講
料
　
無
料

対
象
者
　 

経
営
者
と
後
継（
予
定
）者
で
一
緒
に

参
加
可
能
な
方

　
　
　
　
ど
ち
ら
か
の
受
講
も
可
能

定
　
員
　
20
社
40
名

　
事
業
承
継
を
他
人
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
ま
た
、
身
近
な
問
題
と
し
て
認
識
し
て
い
て
も

「
ど
こ
か
ら
手
を
つ
け
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」「
後
継
者
が
い
な
い
」「
誰
に
引
き
継
げ
ば
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
」と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
事
業
承
継
は
時
間
と
手
間
が
必
要
で
す
。
し
っ
か
り
準
備
し
な
い
と
、
急
な
事
態
に
い
ざ
直
面
す

る
と
大
変
で
す
。
商
工
会
議
所
に
相
談
し
て
準
備
を
し
ま
せ
ん
か
。

内
　
容

第
１
回
　
事
業
承
継�

成
功
の
秘
訣

・ 

真
の
事
業
承
継
問
題
と
は
？
　
・
代
替
わ
り

の
と
き
に
す
べ
き
こ
と
は
？
　
・
経
営
者
、

後
継
者
が
陥
り
や
す
い
落
と
し
穴
は
？
　

・
社
長
最
後
の
大
仕
事
、
後
継
者
の
確
保

・
経
営
者
の
今
ま
で
と
、
後
継
者
の
違
い

・
利
害
関
係
者
の
理
解
と
承
認

第
２
回
　
相
続
税
・
贈
与
税
の
基
礎
知
識

・ 

事
業
承
継
税
制
の
概
要
　
・
対
応
に
苦
慮
さ

れ
る
自
社
株
式
　
・
相
続
税
の
基
礎
知
識

・
中
小
企
業
の
事
業
承
継
の
実
態

第
３
回
　
失
敗
か
ら
学
ぶ
事
業
承
継
の
現
実

・
事
業
失
敗
の
現
場
で
見
え
て
き
た
問
題
点

・
実
体
験
か
ら
学
ぶ
上
手
な
事
業
承
継

・
世
代
間
格
差
が
事
業
承
継
を
阻
む

・ 

事
業
承
継
計
画
　
・
顧
客
本
位
が
事
業
承
継

を
成
し
遂
げ
る

講
　
師

第
１
回
・
第
３
回
　
振ふ

っ
た田

　
　
仁ひ
と
し

氏

㈱
ラ
イ
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

代
表
　
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

自
ら
の
自
己
破
産
経
験
を

活
か
す
た
め
、
企
業
再
生
支

援
に
情
熱
を
傾
け
る
。

第
２
回
　
星ほ
し

　
　
　
叡た
だ
し

　
氏

税
理
士
法
人
ト
リ
プ
ル
・

ウ
ィ
ン
顧
問
　
税
理
士

行
政
書
士

「
誰
も
が
避
け
て
通
れ
な
い

相
続
」を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に

各
地
で
精
力
的
に
講
演
。

　
３
講
座
完
結
型
で
す
。
お
申
込
み
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
受
講
後
、
11
月
初
旬
ま
で

の
期
間
中
に
ご
希
望
の
方
は
皆
様
の
事
業
所
に

て
個
別
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

お
申
込
み
・
お
問
合
せ
は

経
営
支
援
課
　
☎
５
３
６
―
３
９
０
０

詳
し
く
は
今
月
号
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

定
期
開
催
　
事
前
予
約
制

個
別
相
談
会

�

毎
月
第
２
水
曜
日

　
福
島
商
工
会
議
所
で
は
、
福
島
県
事
業
引
継

ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
事
業
承
継
に
関

す
る
個
別
相
談
会
を
毎
月
第
２
水
曜
日
に
定
期

的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
承
継
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
不
安
を
一
人

で
抱
え
ず
、
ま
ず
は
相
談
し
ま
せ
ん
か
？
早
け

れ
ば
早
い
ほ
ど
実
り
あ
る
事

業
承
継
に
つ
な
が
り
ま
す
。

日
　
時
　
毎
月
第
２
水
曜
日

　
　
　
　
10
～
17
時

　
　
　
　
完
全
予
約
制
　
１
社
約
45
分

会
　
場
　 

福
島
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

（
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
２
階
）

対
　
象
　 
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営

者
・
後
継
者

相
談
料
　
無
料

相
談
員
　 

福
島
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
※
）相
談
員
、
福
島
商
工
会
議
所
経

営
指
導
員

持
参
物
　 

直
近
２
期
分
の
決
算
書
お
よ
び
確
定

申
告
書
、
会
社
概
要

　
　
　
　（
用
意
で
き
る
範
囲
内
で
可
）

申
込
方
法
　 

開
催
日
の
前
週
金
曜
日
ま
で
に
当
所

経
営
支
援
課（
☎
５
３
６

−

３
９
０
０
）

ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
福
島
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

　
中
小
企
業
の
事
業
承
継
や
引
継
ぎ
等
に
関
し

て
、
専
門
家
が
適
切
な
助
言
、
情
報
提
供
お
よ

び
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
な
ど
様
々
な
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
は
全

国
47
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
事
業
承

継
を
支
援
す
る
公
的
機
関
で
す
。

事
業
承
継
は
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん

当所の中小企業相談所担当職員から、事業主の方に経営改善やお悩み
解決にお役立ていただくための情報を提供するコーナーです。

こちら中小企業相談所

TEL.024-536-3900
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こちら中小企業相談所

融資限度額
2,000万円

商工会議所の「マル経融資」
機械備品・車両等の購入、運転資金に。
詳しくは、当所までお問合せ下さい。

無
担
保

無
保
証
人

低
金
利

仕事体験講習はこんな内容です。 

年齢制限はありません。求職中の
方や学生（大学生等）が対象で、本
事業に参加し新たな知識や経験を
得ることで、就職のチャンスを広
げたいと考えている方を対象とし
ます。（受講希望者に対しては面接
を行い、事業主の皆様とご相談し
た上で派遣させていただきます。）

求職者の内容 当所が一括して加入手続きを行
いますので、事業所で個別に加
入する必要はありません。 
【補償項目】 
・死亡・後遺障害 10,000千円
・入院保険日額 ６千円
・通院保険金日額  ２千円

受講者への
損害保険加入

講習内容は特に限定していません。
仕事を理解し新たな体験ができる
ような講習や、知識習得のための
座学講習などを行って下さい。

講習の内容
実施いただいた事業主の方には、
受講者１人につき１日当たり
3,000円を支給させて頂きます。

委託費の支給

１日当たり８時間以内で、３日から
５日の間での実施をお願いします。 

受入日数と実施時間

「仕事体験講習」
受入事業所募集中！

体験希望者も
募集してます 

　当所では、求職者が新たな技術や知識を習得し再就職のチャンスを広げるため、
実際に事業所で仕事を体験していただく「仕事体験講習」を実施しています。 
　求職者に実際の仕事を体験していただくことで、仕事への理解が深まり、求人
と求職のミスマッチの解消にもつながると大変ご好評をいただいております。 
　事業主の皆様には、本事業の趣旨をご理解頂き、受け入れについてご協力下さ
いますようお願い致します。 

●事業主の皆様のご協力のもと、３日～５日の間皆様の職場で求職者に実際の仕事を体験して頂くものです。
●求職者の受け入れは“講習扱い”になりますので、給料・交通費等の支払いは一切必要ありません。
●また、この事業は“仕事体験”ですので、終了後に雇用する必要もありません。
●現在の受入事業所数と登録業種は、小売業、飲食業、パン製造業、造園業、介護支援、情報案内所、生花店など、
　市内を中心とした約200事業所の皆様にご登録頂いています。（令和元年７月末日現在）

３日 ５日～

受講者の次のステップに確実につながっています。
受け入れて頂いた会員事業所の皆様のお蔭です。
～受講者の声～
「短い期間でしたが、楽しく仕事ができて自信にもつなが
りました。参加して本当によかったです。」（女性）

「仕事を探している時だったので色々と不安でしたが、ま
た働けると自信になりました。」（女性）

「この仕事体験が無かったら、今も就職は難しかったと思
います。本当にありがとうございました。」（男性）



11

軽減税率対策の準備はできていますか？

いよいよ10月１日に消費税率が10％に引き上げられます。
同時に、食品等の税率は８％とする軽減税率制度が導入されます。
税率引上げ分の価格転嫁ができないと利益の減少が懸念されます。
また、税率が２つになることから、適用税率ごとに区分した経理、請求書の様式への変更対応が必要です。
つまり、業種にかかわらず、すべての事業者にとって新しい事務が発生します。
準備は万全ですか？ チェックしてみましょう。

仕　入

値付け

待ったなし！
消費税率引上げ、軽減税率導入まで秒読み
準備は万全ですか？

チェック１ 自社の商品が軽減税率の対象になるか確認しましたか？
　□軽減税率の対象品目を確認しましたか？
　□外食等の定義を理解しましたか？
　□価格をどのような表示にするか決めましたか？
チェック２ 変更となる事務処理を確認しましたか？
　□仕入、支払、販売の際に変更となる事務処理の内容は確認しましたか？
　□適格請求書（インボイス）の様式と実施時期を確認しましたか？
　□事務処理変更に伴う社内周知について準備はできましたか？
　□お客様の疑問に答えるため、従業員教育は進めてきましたか？
チェック３ 国の支援策を確認しましたか？
　□レジや受発注システムの補助金の内容は確認しましたか？
　□商工会議所など相談窓口をうまく利用していますか？

□仕入品目の税率が正しいか確認する。
□適用税率がわからない場合は仕入先に確認する。
□仕入先ごとに、納品書に基づき、標準税率（10%）と軽減税率（８%）にわけて記帳する。

□お客様が混乱しないように、どちらの税率が適用されるのかわかりやすく表示する。
□適用税率や原価を踏まえて値付けをする。

□お客様の対応を含め、従業員教育を社内でしっかりと対策・準備する。
□請求書、領収書に軽減税率の対象品目である旨の記載、税率ごとの合計した対価の額
を記載する。

□販売した商品は請求書に基づき、標準税率と軽減税率に分けて記帳する。

□仕入先ごとに納品書を請求書の各品目の税率、請求金額に誤りがないかを確認する。
□受け取った請求書を保存する。

□税率ごとに区分して記帳した帳簿等に基づいて消費税の税額を計算する。

消費税対策はどこまで準備できていますか？ 次のチェックリストで確認しましょう

毎日の仕事はどう変わるの？
取扱う商品の適用税率を把握し、税率ごとに区分した記帳など様々な対応が必要です

「え、どうしよう？」「それって何のこと？」
疑問、不安、悩みは福島商工会議所までお尋ねください。

福島商工会議所 経営支援課
☎536－3900

販　売

支払い

申　告

10
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会議所のうごき

ウイルス感染時の駆除・復旧を
トータルにサポート！
ネットワークのモニタリング状況を
見える化！

ネットワークの通信状況を
プロが見守り！
不正通信を
検知し遮断！

年度所報ふくしま掲載広告

たて124mm×よこ170mm、モノクロ 

【 】

サービス内容や提供条件など
詳しくはこちらからご覧ください

おまかせサイバーみまもり 検索

２

４

１

３

ネットワークの通信状況を監視し、情報セキュリティ対策の運用をサポートします

消
費
税
率
引
上
げ・軽
減
税
率

導
入
直
前
！
実
務
対
策
講
座

　
税
理
士
法
人
ト
リ
プ
ル
・
ウ
イ
ン
顧
問
の
星

叡（
た
だ
し
）氏
を
講
師
に
招
き
、
軽
減
税
率
の

適
用
範
囲
や
外
食
の
定
義
、
売
上
げ
・
仕
入
れ

の
税
計
算
ル
ー
ル
、

区
分
記
載
請
求
書

の
記
載
方
法
な
ど

実
務
で
発
生
す
る

こ
と
が
想
定
さ
れ

る
対
策
に
つ
い
て

具
体
例
を
挙
げ
て

解
説
し
た
。

8月

8日

商
売
繁
盛
塾
販
促
セ
ミ
ナ
ー

　
福
島
市
在
住
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
髙
橋
幸

司
氏
が「
１
割
丁
寧
に
や
る
と
、
９
割
う
ま
く

い
く
！！
」と
題
し
て
講
演
し
た
。

　
髙
橋
氏
は
豊
富
な
支
援
実
績
か
ら
得
た
経
験

と
し
て
、
店
主
が

や
っ
て
み
た
い
こ

と
を
ま
ず
書
き
出

し
、
そ
こ
か
ら
簡

単
な
こ
と
を
選
び
、

先
送
り
せ
ず
丁
寧

に
行
動
す
る
過
程

に
商
売
の
醍
醐
味

が
あ
る
と
説
い
た
。

8月

7日「知」と「技」を身に付けよう
県北技塾2019　受講者募集

　県北地区の製造業における高度な人材を養成するこ
とを目的に『人財育成塾 県北技塾2019』を10月から
開講します。
　大学や試験研究機関などから専門の講師を招き、技
術や知識はもちろん、最先端のトレンドもお伝えします。

日　時　10月１日（火）～24日（木）　計８講座
　　　　時間はすべて18：30～20：30
会　場　福島商工会議所 会議室
受講料　１講座あたり1,000円（当日申し受けます）
カリキュラム

開催日 講　座　名
① １（火） ＣＡＤ／ＣＡＭの基礎
② ４（金） 金属材料学
③ ８（火） 腐食・防食の基礎
④ 10（木） 不良原因の解析手法
⑤ 15（火） デジタル技術で理解を

深める材料力学
⑥ 16（水） メカトロニクスの基礎
⑦ 23（水） 生産管理の基礎と応用
⑧ 24（木） 品質管理

お申込み・お問合せ先　経営支援課☎536-3900
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会議所のうごき

会
議
所
の

う
ご
き

KAIGISHO
NO

UGOKI

推
薦
議
員
の
選
任

　
８
月
21
日
に
開
催
し
た
臨
時
議
員
総
会
に
お

い
て
組
織
さ
れ
た「
推
薦
議
員
選
任
委
員
会
」に

て
、
業
種
、
業
態
、
地
域
な
ど
総
合
的
な
見
地

か
ら
商
工
会
議
所
の
組
織
運
営
上
必
要
な
議
員

と
し
て
会
員
の
中
か
ら
選
任
し
た
企
業
を
推
薦

議
員
17
社
と
し
て
確
定
し
た
。

第
30
期
推
薦
議
員
＝
17
社
＝

 

（
事
業
所
50
音
順
）

１
．
内
池
醸
造
㈱
　
２
．
菅
野
建
設
㈱
　

３
．
こ
こ
ろ
ネ
ッ
ト
㈱
　
４
．
㈱
こ
ん
の

５
．
㈱
山
水
荘
　
６
．
㈱
ダ
イ
ユ
ー
エ
イ
ト

７
．
㈱
テ
レ
ビ
ユ
ー
福
島
　
８
．
㈱
東
邦
銀
行

９
．
東
北
電
力
㈱
福
島
支
店
　
10
．
㈱
中
合

11
．
日
東
紡
績
㈱
福
島
工
場

12
．
東
日
本
電
信
電
話
㈱
福
島
支
店

13
．
㈱
福
島
銀
行
　
14
．
福
島
信
用
金
庫

15
．
福
島
テ
レ
ビ
㈱

16
．
福
島
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱

17
．
福
島
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱

東
北
六
県
商
工
会
議
所
連
合
会

　
役
員
・
議
員
表
彰

　
総
会
に
先
立
ち
、
当
所
議
員
と
し
て
10
年
勤

続
し
、
地
域
経
済
に
貢
献
し
た
功
績
を
称
え
、

東
北
六
県
商
工
会
議
所
連
合
会
か
ら
表
彰
さ
れ

た
議
員
・
手
塚
健
一
氏（
㈱
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ

ル
テ
ィ
代
表
取
締
役
）と
追
分
拓
哉
氏（
㈱
追

分
・
代
表
取
締
役
）に
渡
邊
会
頭
か
ら
表
彰
状

を
伝
達
し
た
。

補
充
さ
れ
た
常
議
員

福
島
製
鋼
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長

 
福
谷
　
宏
介
　
氏

福
島
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長

 

蔵
敷
　
大
浩
　
氏

福
島
テ
レ
ビ
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長

 

横
山
　
　
淳
　
氏

東
日
本
電
信
電
話
㈱
福
島
支
店
　
支
店
長

 

山
貫
　
昭
子
　
氏

㈱
東
邦
銀
行
　
常
務
取
締
役

 

須
藤
　
英
穂
　
氏

観
光
・
交
流
委
員
会
、
雇
用
・
育
成
委
員
会

�

新
委
員
長
の
承
認

観
光
・
交
流
委
員
会
　
委
員
長

東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
福
島
駅
　
福
島
駅
長

 

佐
々
木
高
敏
　
氏

雇
用
・
育
成
委
員
会
　
委
員
長

 

㈱
東
邦
銀
行
　
常
務
取
締
役

 

須
藤
　
英
穂
　
氏

部
会
選
出
議
員
の
選
任

　
各
業
種
ご
と
の
部
会
に
お
い
て
選
任
さ
れ
る

業
種
の
代
表
的
性
格
を
有
す
る
議
員
を
、
部
会

員
か
ら
選
任
す
る
た
め
の
部
会
が
８
月
22
日
か

ら
29
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
、
部
会
選
出
議
員

27
社
が
確
定
し
た
。

第
30
期
部
会
選
出
議
員
＝
27
社
＝

 

（
事
業
所
50
音
順
）

食
品
商
業
部
会（
定
数
２
）

㈱
川
瀬
酒
販
　
㈱
福
島
丸
公

生
活
関
連
商
業
部
会（
定
数
５
）

㈱
い
ち
い
　
㈱
後
藤
歯
科
商
店

仙
台
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
エ
ス
パ
ル
福
島
店

福
島
市
商
店
街
連
合
会
　
福
島
リ
コ
ピ
ー
㈱

工
業
部
会（
定
数
４
）

加
藤
鉄
工
㈱
　
福
島
製
鋼
㈱

㈱
福
島
製
作
所
　
ワ
イ
ヂ
ー
エ
ル
㈱

建
設
業
部
会（
定
数
５
）

大
槻
電
設
工
業
㈱
　
佐
藤
工
業
㈱

㈱
大
丸
工
務
店
　
東
信
建
設
㈱
　
㈱
杜
設
計

金
融
・
経
営
支
援
部
会（
定
数
２
）

㈱
秋
田
銀
行
福
島
支
店
　
㈱
大
東
銀
行
福
島
支
店

観
光
・
飲
食
部
会（
定
数
３
）

㈱
ザ
・
ホ
テ
ル
大
亀

福
島
貸
切
辰
巳
屋
自
動
車
㈱
　
㈱
峰
亀

情
報
・
通
信
部
会（
定
数
２
）

㈱
福
島
中
央
テ
レ
ビ
福
島
支
社

㈱
ラ
ジ
オ
福
島

不
動
産
業
部
会（
定
数
１
）

東
栄
物
産
㈱

健
康
・
社
会
サ
ー
ビ
ス
部
会（
定
数
３
）

㈱
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ

（
一
財
）大
原
記
念
財
団

キ
ョ
ウ
ワ
プ
ロ
テ
ッ
ク
㈱

第
１
回
臨
時
議
員
総
会

　
ホ
テ
ル
辰
巳
屋
で
開
催
し
、
83
名
が
出
席
し

た
。
議
員
職
務
執
行
者
の
変
更
、
顧
問
の
変
更

な
ど
の
報
告
事
項
が
承
認
さ
れ
た
の
に
続
き
、

常
議
員
の
補
充
選
任（
案
）、「
推
薦
議
員
選
任

委
員
会
」委
員
の
選
任
に
つ
い
て
の
議
案
を
協

議
し
、
承
認
さ
れ
た
。

　
当
所
の
第
29
期
議
員
の
任
期
が
10
月
31
日
で

満
了
と
な
る
こ
と
を
受
け
、
第
30
期（
令
和
元

年
11
月
１
日
～
令
和
４
年
10
月
31
日
）の
議
員

改
選
に
お
け
る
議
員
の
選
任
が
始
ま
っ
た
。

8月

21日

会
員
交
流
サ
マ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

　
上
町
の
ク
ー
ラ
ク
ー
リ
ア
ン
テ
で
開
催
し
、

約
２
４
０
名
が
参
加
し
た
。
名
刺
交
換
を
通
じ

て
人
脈
を
広
げ
た
あ
と
、
１
２
０
本
の
景
品
が

当
た
る
お
楽

し
み
抽
選
会

で
会
場
は
大

い
に
盛
り
上

が
っ
た
。

8月

23日

◀ お楽しみ抽選会、
当選おめでとう
ございます！

◀ 名刺交換で人脈は
広がりましたか？

▲ 会場のクーラクーリアンテは会員さん
でいっぱいとなりました

９
部
会
開
催

8月

22〜29日
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福島商工会議所女性会 圓・青年部トピックス

まどか

福
島
商
工
会
議
所

女
性
会

第
50
回
福
島
わ
ら
じ

ま
つ
り
に
参
加

月
２
日（
金
）に
開
催
さ
れ
た「
第
50
回

福
島
わ
ら
じ
ま
つ
り
」の「
わ
ら
じ
お
ど

り
」第
１
部
に
約
40
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
女
性
会
と
し
て
今
回
で
13
回
目
の
参
加
と

な
っ
た
令
和
最
初
の
わ
ら
じ
ま
つ
り
は
、「
平

成
わ
ら
じ
お
ど
り
フ
ァ
イ
ナ
ル
」と
重
な
り
ま

し
た
。
女
性
会
で
そ
ろ
い
の
浴
衣
を
着
て
わ
ら

じ
お
ど
り
を
踊
る
の
も
最
後
か
と
思
う
と
感
慨

深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
37
度
近
い
猛
暑
と
い
う
過
酷
な
条
件

の
中
で
の
参
加
で
し
た
が
、
一
人
の
離
脱
者
も

出
さ
ず
元
気
に
踊
り
納
め
を
し
ま
し
た
。

　
わ
ら
じ
ま
つ
り
終
了
後
に
は
、
ホ
テ
ル
福
島

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
懇
親
会
を
開
催
し
、
暑
い

福
島
の
夏
を
満
喫
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

８

青
年
部
ト
ピ
ッ
ク
ス

U
RL��http://w

w
w
.fyeɡ.jp/

８月定例会　第50回福島わらじまつり

50
回
福
島
わ
ら
じ
ま
つ
り

が
８
月
２
日
～
４
日
の
３

日
間
に
わ
た
り
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
50
回
と
い
う
節
目
で
あ
っ
た
今

回
の
福
島
わ
ら
じ
ま
つ
り
。
６
月

に
行
わ
れ
た
東
北
絆
ま
つ
り
福
島

の
開
催
で
魅
せ
た「
新
わ
ら
じ
ま

つ
り
」が
い
よ
い
よ
福
島
市
民
の

前
で
披
露
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、

今
ま
で
の「
平
成
わ
ら
じ
ま
つ
り
」

が
フ
ァ
イ
ナ
ル
を
迎
え
る
と
い
う

こ
と
で
い
つ
も
以
上
に
福
島
市
内

外
か
ら
注
目
さ
れ
た
３
日
間
と
な

り
ま
し
た
。

　
初
日
の
平
成
わ
ら
じ
ま
つ
り

フ
ァ
イ
ナ
ル
で
は
、
最
後
の「
わ

ら
じ
競
走
」「
わ
ら
じ
お
ど
り
」「
ダ

ン
シ
ン
グ
そ
ー
だ
ナ
イ
ト
」が
開

催
さ
れ
、
名
残
惜
し
く
も
楽
し
げ

に
走
り
、
舞
い
、
参
加
者
と
沿
道

の
市
民
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　
２
日
目
は
い
よ
い
よ「
新
わ
ら

じ
ま
つ
り
」の
披
露
で
す
。
福
島

市
民
が
誇
れ
る
祭
に
す
る
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
福
島
ゆ
か
り

の
音
楽
家
・
大
友
良
英
さ
ん
を
総

合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
迎
え
、

音
楽
や
踊
り
、
衣
装
を
一
体
的
に

第

作
り
上
げ
、
刷
新
い
た
し
ま
し
た
。
市
民
参
加

型
の
祭
で
、
今
後
百
年
以
上
続
い
て
い
く
祭
の

第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
３
日
目
は
大
わ
ら
じ
を
信
夫
山
山
頂
に
あ
る

羽
黒
神
社
に
奉
納
、
祭
と
福
島
市
を
盛
り
上
げ

た「
大
わ
ら
じ
」を
神
社
へ
お
返
し
す
る
と
い
う

行
事
で
す
。
２
日
間
の
感
謝
を
込
め
て
奉
納
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
も
昨
年
同
様
、
古
関
裕
而
・
金
子（
き

ん
こ
）夫
妻
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

放
映
実
現
に
向
け
て
と
も
に
頑
張
っ
た
愛
知
県

豊
橋
商
工
会
議
所
青
年
部（
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）の
皆
様
42

名
に
ご
参
加
頂
き
、「
わ
ら
じ
競
走
」「
わ
ら
じ

パ
レ
ー
ド
」に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　「
第
50
回
福
島
わ
ら
じ
ま
つ
り
」の
関
係
者
の

皆
様
、
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
皆
様
の
お
か
げ
で

大
き
な
事
故
も
な
く
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　
来
年
の
51
回
目
も
大
成
功
す
る
こ
と
を
祈
念

し
、
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

 

（
Ｅ
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ま
つ
り
委
員
会

 

委
員
長
　
白
山
　
正
樹
）

▶
大わらじを前にして
青年団体同士の絆を

さらに深めました

女性会として13回目の参加となりました女性会そろいの浴衣でわらじおどりを踊るのも今回が最後。感慨深くも楽しい一日となりました
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小学生職場体験　結果報告

☆
体
験
中
の
様
子

　
当
所
で
は
、
福
島
市
の
将
来
を
担
う
子
供
た

ち
に
働
く
こ
と
の
楽
し
さ
、
や
り
が
い
を
学
ぶ

場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
福
島
市
内
の

小
学
６
年
生
を
対
象
と
し
た「
小
学
生
職
場
体

験
」を
夏
休
み
期
間
中
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
議
員
事
業
所
を
は
じ
め
と
す
る
42
社
の
ご
協

力
に
よ
り
、
実
際
の
現
場
で
体
験
し
た
こ
と
を

通
じ
て
子
ど
も
た
ち
は
大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。

◇
実
施
期
間
　
７
月
20
日
～
８
月
20
日

◇
参
加
児
童
数
　
１
２
９
名

◇
協
力
企
業
　
42
社

㈱
阿
部
紙
工
、
㈱
い
ち
い
、
㈱
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
福
島（
Ｉ
Ｎ
Ｆ
）、（
一

財
）大
原
記
念
財
団
、
㈱
オ
ノ
ヤ
ス
ポ
ー
ツ
、

北
芝
電
機
㈱
、㈱
ク
ラ
シ
マ
、㈱
ク
リ
ー
ン
テ
ッ

ク
、
㈱
こ
ん
の
、
㈱
七
十
七
銀
行
福
島
支
店
、

㈱
常
陽
銀
行
福
島
支
店
、
仙
台
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
㈱
エ
ス
パ
ル
福
島
店
、
㈱
第
一
印
刷
、
㈱
ダ

イ
ユ
ー
エ
イ
ト
、
タ
カ
ラ
印
刷
㈱
、
㈱
テ
レ
ビ

ユ
ー
福
島
、
㈱
東
邦
銀
行
、
東
北
電
力
㈱
福
島

支
店
、
㈱
中
合
、
㈱
日
進
堂
印
刷
所
、
日
東
紡

績
㈱
福
島
工
場
、
日
本
中
央
競
馬
会
福
島
競
馬

場
、
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
福
島
㈱
、
東
日
本
電
信
電

話
㈱
福
島
支
店
、
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
福
島
駅
、

㈱
福
島
銀
行
、
福
島
警
察
署
、
㈱
福
島
県
中
央

計
算
セ
ン
タ
ー
、
福
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
㈱
、

福
島
市
観
光
開
発
㈱
、
福
島
消
防
署
、
福
島
信

用
金
庫
、
㈱
福
島
製
作
所
、
福
島
テ
レ
ビ
㈱
、

福
島
日
産
自
動
車
㈱
、
福
島
鈑
金
工
業
㈱
、
㈱

福
島
民
報
社
、
福
島
民
友
新
聞
㈱
、
㈱
み
ず
ほ

銀
行
福
島
支
店
、
㈱
山
川
印
刷
所
、
㈲
吉
川
屋
、

㈱
ラ
ジ
オ
福
島
　

 

（
事
業
所
50
音
順
）

第
１
部
　
講
演
会

　
７
月
20
日（
土
）、
市
内
で
翻
訳
業
や
学
童
保

育
所
を
運
営
す
る
㈱
ク
リ
フ
の
石
山
純
恵
社
長

を
講
師
に
招
き
、「
働
く
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？
」

を
テ
ー
マ
に
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
石
山
社
長

は
起
業
時
の

経
験
な
ど
に

基
づ
き
、「
今

は
夢
を
持
っ

て
い
な
く
て

も
、
家
族
や

友
達
を
大
事
に
し
て
毎
日
を
過
ご
せ
ば
、
必
ず

夢
や
目
標
が
見
つ
か
る
」と
激
励
し
ま
し
た
。

保
護
者
か
ら
の
質
問
も
相
次
ぎ
、
今
後
の
子
育

て
の
貴
重
な
ヒ
ン
ト
も
得
ら
れ
た
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

第
２
部
　
職
場
体
験

�

７
月
22
日（
月
）～
８
月
20
日（
火
）

　
各
社
が
児
童
の
た
め
に
特
別
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
て
く
れ
ま
し
た
。
企
業
活
動
の
裏
側

を
実
際
に
体
験
し
、
仕
事
の
楽
し
さ
・
や
り
が

い
を
見
つ
け
た
児
童
の
眼
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　
成
長
し
、
就
職
を
考
え
る
年
齢
に
達
し
た
時

に
今
回
の
体
験
を
ぜ
ひ
思
い
出
し
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

☆
参
加
児
童
の
声
　（
　
）内
は
体
験
先

〇
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
活
躍
し

て
い
る
製
品
が
造
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

 

（
北
芝
電
機
）

〇
金
属
の
切
り
方
、
曲
げ
方
を

知
っ
て
楽
し
か
っ
た
。

 

（
福
島
鈑
金
工
業
）

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
た
く
さ
ん
の

人
が
工
夫
し
て
作
っ
て
い
る
こ

と
に
気
付
い
た
。 

（
Ｉ
Ｎ
Ｆ
）

〇
レ
ジ
打
ち
で
値
段
を
読
み
な
が

ら
カ
ゴ
に
入
れ
る
の
は
簡
単
だ

と
思
っ
た
ら
難
し
か
っ
た
。

 

（
い
ち
い
）

〇
目
に
つ
き
に
く
い
と
こ
ろ
ま
で

気
を
利
か
せ
、
工
夫
し
て
い
る

点
が
と
て
も
親
切
だ
と
思
っ
た
。

 

（
ダ
イ
ユ
ー
エ
イ
ト
）

〇
仕
事
の
一
つ
ひ
と
つ
が
丁
寧
で

し
た
。
親
切
に
教
え
て
も
ら
い
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
吉
川
屋
）

〇
早
朝
か
ら
馬
の
お
世
話
は
大
変

だ
け
ど
、
馬
が
か
わ
い
い
か
ら

頑
張
れ
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ

た
。 

（
Ｊ
Ｒ
Ａ
福
島
競
馬
場
）

〇
た
く
さ
ん
の
人
の
お
か
げ
で
命

が
助
か
る
こ
と
を
知
っ
た
。

 

（
大
原
綜
合
病
院
）

〇
自
分
の
身
を
守
り
な
が
ら
福
島

の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ

と
が
よ
く
分
か
っ
た
。

 

（
福
島
警
察
署
）

働
く
楽
し
さ
、
や
り
が
い
を
感
じ
た
夏
休
み

小
学
生
職
場
体
験

　結
果
報
告

１．正しく計測し、文鎮を製造中
（福島製作所）

２．目で見て、耳で聞いて安全点検
（ネッツトヨタ福島）

３．「レジ操作って難しい」（いちい）
４．「１億円ってこんなに重いんだ！」

（東邦銀行）
５． 乗馬クラブ所属の高校生からポニー

の洗い方を指導してもらいました
 （JRA福島競馬場）
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表３

　ウェディングエルティで和洋さまざまなスイーツをご用意するほかに、ふくしまのフルーツを
使用したスイーツ自慢の店舗も商品を出品します。抽選で市内スイーツ2,000円分が10名様に
プレゼントされるチャンスもあります。出品するスイーツについては簡単なアンケートにご協力
をお願いします。秋のひと時、スイーツバイキングを楽しみませんか?

日　　時　　10月12日(土)14：00～15：30
会　　場　　ウェディングエルティ
募集定員　　100名　１事業所２名まで
料　　金　　3,600円相当のところ　お一人様2,000円　当日、会場でお支払ください。
申込締切　　９月27日(金)
　　　　　　今月号同封のチラシに必要事項を記入してFAXでお申込みください。

お申込み　　福島商工会議所 商工サービス課　
お問合せ　　☎572-7116(直通)　　FAX 525-3566

会員事業所限定

スイーツバイキングスイーツバイキング
福島商工会議所

Sweets Viking

スイーツ
好き会員

集まれ！
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相馬・米沢広域観光情報

福
島
商
工
会
議
所

　ふ
く
し
ま
九
月
号

発

　行	

令
和
元
年
九
月
十
日

　
　
　
　
　第
七
九
二
号

　
　
　
　
　福
島
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　〒
九
六
〇
︱
八
〇
五
三

　
　
　
　
　福
島
市
三
河
南
町
一
︱
二
〇

　
　
　
　
　☎（
〇
二
四
）五
三
六
︱
五
五
一
一

印
刷
所	

㈱
日
進
堂
印
刷
所

編
集
後
記

　「
こ
こ
は
日
本
か
？！
」。
磐
梯

吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
高
湯

ゲ
ー
ト
を
抜
け
て
し
ば
ら
く

続
く
緑
豊
か
な
道
路
が
一
変
、

岩
石
む
き
出
し
の
荒
涼
と
し

た
風
景
に
圧
倒
さ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
戦
後
ま
も
な
く
の
混
乱
期
に
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
を
構
想
し
た
先
人
た
ち
の
眼
と
強
い
意
志

に
は
感
服
す
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
福
島
を
代
表
す
る
観
光
地
で
あ
り
続
け

て
ほ
し
い
で
す
。

　
消
費
税
率
引
上
げ
・
軽
減
税
率
導
入
が
間

近
に
迫
り
ま
し
た
。
酒
類
は
10
％
な
の
に
、

ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ビ
ー
ル
は
８
％
と
紛
ら
わ

し
い
で
す
ね
。
税
率
の
話
は
難
し
い
で
す
が
、

実
り
の
秋
は
美
味
し
く
・
楽
し
く
飲
食
し
た

い
も
の
で
す
ね
。 

（
朋
）

相馬商工会議所70th
“わ”で奏でる東日本応援コンサート2019
　イベントの名称の“わ”に込められた意味には、支援活
動の「輪」、将来への希望や思いをつなぐ「輪」、復興に
取り組む調和の「和」、元気な日本の「和」が込められて
います。セイコーホールディングス㈱が東日本大震災
の被災地を応援するために県内各地でコンサートを開
催。本年は下記の
とおり相馬市で開
催する運びとなり
ました。ぜひお越
しください。

◆開催日時　９月22日（日）
　　　　　　開場：14：00／開演15：00～
◆開催場所　相馬市民会館大ホール
◆出　　演　サーカス、山口マリー、くるみee、
　　　　　　地元の中学校吹奏楽部・コーラスなど
◆入　場　料　無料（当所配布の入場整理券が必要）
◎問合せ先　相馬商工会議所（☎0244－36－3171）

相馬・米沢広域観光情報
　　　　　　【東北中央自動車道がつなぐ】通行料無料 !

「東北中央自動車道」開通に向けて長年取り組んできた福島・相馬・米沢の３商工会議所では、
３都市間の交流人口の促進を図るため、各市のイベント情報など旬の情報をご紹介しており
ます。４月13日㈯には南陽高畠IC～山形上山ICが開通し、山形市までつながりました。
通行料は無料です（福島大笹生IC～米沢北IC間）。ぜひ、各市へ足を延ばしてみてください。

　　時を越え 今なお受け継ぐ伝統の味・技・心

　第８回　なせばなる秋まつり
　上杉鷹山公の教えである「なせばなる」のチャレンジ
精神を大切に、「棒杭市」（無人市）にみられる信じ合う
心など、米沢に受け継がれる心を伝えるまつりです。
また、「どん丼まつり」では米沢牛を使用した丼ぶりな
ど美味しい食べ物が勢ぞろい！ぜひお誘い合わせの上、
ご来場ください。

■開催日時
　９月28日（土）、29日（日）
　10：00〜17：00　※29日は16：00まで
■開催場所　  松が岬公園・伝国の杜周辺
■主な見どころ
　〇どん丼まつり・交流物産展
　〇今に伝わる伝統市　　　　〇昔遊び体験　　
　〇ステージイベント　　　　〇棒杭市　　
　〇益子陶器市inよねざわ　　〇草木塔祭

【お問い合わせ】
　なせばなる秋まつり実行委員会
　☎0238－22－9607 検索なせばなる秋まつり

2019明治安田生命J3リーグ
ガンバレ!�ユナイテッドFC!
　福島商工会議所は福島ユナイテッ
ドFCを応援しています。皆様もご
一緒にスタジアムでエールを送りま
しょう！

 今後のホームゲーム 
９月29日㈰13：00 KICK OFF

vs いわてグルージャ盛岡
10月19日（土）14：00 KICK OFF

    Vs ブラウブリッツ秋田
とうほう・みんなのスタジアム

福島ユナイテッドFC公式ホームページ
http://fufc.jp/

相馬 米沢


